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３ 法非適用企業 
 

（１）決算総額 

（単位：百万円） 

区  分 ２４年度 ２３年度 

前年度比較 

増減額 増減率（％） 

収
益
的
収
支 

収 益 的 収 入 15,821.0 22,100.0 △ 6,279.1 △ 28.4 

    内）他会計繰入金 7,376.4 10,594.8 △ 3,218.4 △ 30.4 

   内）基準外繰入金 691.3 1,015.0 △ 323.7 △ 31.9 

収 益 的 支 出 9,614.0 13,782.3 △ 4,168.3 △ 30.2 

収益的収支差引 6,207.0 8,317.7 △ 2,110.7 △ 25.4 

資
本
的
収
支 

資 本 的 収 入 11,182.7 15,843.4 △ 4,660.7 △ 29.4 

   内）他会計繰入金 4,500.8 5,649.3 △ 1,148.5 △ 20.3 

  内）基準外繰入金 3,008.0 3,446.0 △ 438.1 △ 12.7 

資 本 的 支 出 16,850.3 22,849.5 △ 5,999.2 △ 26.3 

    内）建設改良費 5,167.4 7,365.8 △ 2,198.4 △ 29.8 

資本的収支差引 △ 5,667.6 △ 7,006.1 1,338.5 19.1 

実  質  収  支 △ 4,675.3 △ 3,947.9 △ 727.4 △ 18.4 

他会計繰入金合計 11,877.2 16,244.1 △ 4,366.9 △ 26.9 

      内）基準外繰入金 3,699.3 4,461.0 △ 761.7 △ 17.1 

 

              

（２）事業別決算状況 

（単位：百万円） 

区  分 
収益的収支差引 実質収支 

  赤字事業数   赤字事業数 

簡 易 水 道 349.2 1 30.9 
 

電 気 215.9 
 

10.6 
 

下水道 

公 共 下 水 道 3,267.7 
 

△ 332.8 1 

特定環境保全公共下水道 623.4 1 3.9 1 

農業集落排水施設 519.3 1 42.0 
 

漁業集落排水施設 20.5 
 

0.0 
 

林業集落排水施設 1.3 1 0.6 
 

小規模集合排水処理施設 11.3 
 

0.0   

特定地域生活排水処理施設 25.2 
 

2.8 
 

個別排水処理施設 0.2 
 

0.0 
 

下 水 道 計 4,468.9 3 △ 283.6 2 

市 場 42.6 
 

△ 1.4 1 

観光 

施設 

休  養  宿  泊 53.9 1 0.0 
 

索          道 263.1 
 

8.5 1 

そ    の    他 76.7 
 

10.0 
 

観 光 施 設 計 393.7 1 18.5 1 

宅地 

造成 

臨  海 土  地 13.1 
 

0.0 
 

そ   の   他 550.7 
 

△ 3,874.0 2 

宅 地 造 成 計 563.8 
 

△ 3,874.0 2 

駐 車 場 整 備 65.2 
 

△ 579.0 2 

介 護 サ ー ビ ス  107.7 1 2.8 
 

合        計 6,207.0 6 △ 4,675.3 8 

※合計は四捨五入の関係で合わないことがある。 

 



- 14 - 

ア 収益的収支が黒字の事業数は９３、赤字の事業数は６ 

 

・法非適用企業９９事業の収益的収支のうち、９３事業が黒字、６事業が赤字となっている。赤字事

業の内訳は、簡易水道事業１、下水道事業３、観光施設事業１、介護サービス事業１である。 

 ・全体の収益的収支は６２億７百万円の黒字（対前年度△２１億１１百万円）となっているが、赤字

補てん的に行われる基準外繰入金を除いた実質的な収益的収支は５５億１６百万円の黒字（対前年

度△１７億８７百万円）となっている。 

 ・収益的収支の黒字額は米子市下水道事業（公共）が最大で、１７億９５百万円。一方、赤字額は智

頭町下水道事業（特環）が最大で、△３百万円となっている。 

  

イ 実質収支が黒字の事業数は９１、赤字の事業数は８ 

 

 ・法非適用企業９９事業の実質収支のうち、９１事業が黒字、８事業が赤字となっている。赤字事業

の内訳は、下水道事業２、市場事業１、観光施設事業１、宅地造成事業２、駐車場整備事業２とな

っている。 

 ・実質収支の黒字額は八頭町下水道事業（公共）が最大で、３１百万円。一方、赤字額は米子市宅地

造成事業（その他）が最大で、△３３億３０百万円となっている。 

 

ウ 企業債発行額は４３億７３百万円（対前年度 △２２億８８百万円、△３４．３％） 

  

・企業債発行額の内訳は、下水道事業が３６億３０百万円（８３．０％）で大部分を占め、次いで簡

易水道事業が５億２８百万円（１２．１％）、観光施設事業が２億１５百万円（４．９％）となっ

ている。 

 ・企業債発行額は米子市下水道事業（公共）が最大で、９億６４百万円となっている。 

 

エ 企業債残高は１，７５４億４７百万円（対前年度 △８６９億９０百万円、△３３．１％） 

 

・企業債残高の内訳は、下水道事業が１，５８３億６１百万円（９０．３％）と大部分を占め、次い 

で簡易水道事業が１１４億８７百万円（６．５％）、介護サービス事業が２９億２０百万円（１．

７％）、電気事業が１０億６５百万円（０．６％）となっている。 

・企業債残高は米子市下水道事業（公共）が最大で、４０４億１０百万円となっている。 

 

オ 一般会計からの繰入金は１１８億７７百万円（対前年度 △４３億６７百万円、△２６．９％） 

 

 ・一般会計からの繰入金総額のうち、収益的収支への繰入金は７３億７６百万円、資本的収支への繰

入金は４５億１百万円となっている。 

 ・繰入金の内訳は、下水道事業が１０２億５１百万円（８６．３％）で大部分を占め、次いで簡易

水道事業が９億４４百万円（７．９％）、介護サービス事業が２億６１百万円（２．２％）、宅

地造成事業が１億５９百万円（１．３％）となっている。 

 ・繰入金のうち、基準外繰入金は３６億９９百万円（対前年度△７億６２百万円、△１７．１％）で

あり、そのうち、収益的収入への基準外繰入金は６億９１百万円、資本的収入への基準外繰入金は

３０億８百万円となっている。 

 ・基準外繰入金は八頭町下水道事業（農集）が最大で、２億９４百万円となっている。 

 

カ 建設改良費は５１億６７百万円（対前年度 △２１億９８百万円、△２９．８％） 

 

 ・建設改良費の内訳は、下水道事業が３７億８２百万円（７３．２％）と大部分を占め、次いで簡易

水道事業が７億８８百万円（１５．３％）、観光施設事業が４億５３百万円（８．８％）、宅地造

成事業が１億４４百万円（２．８％）となっている。 

 ・建設改良費は米子市下水道事業（公共）が最大で、１８億２百万円となっている。 
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（３）事業別決算概要 

 

区 分 事 業 別 決 算 概 要 

簡易水道事業 

（１２事業） 

・収益的収支は１１事業において黒字であり、全体で３億４９百万円の黒字（対前年

度４６百万円の増）となった。実質収支も３１百万円の黒字（対前年度△３百万円）

である。 

・基準外繰入金総額は４億１２百万円（対前年度９百万円の増）であり、１１団体

で行われている。 

・建設改良費は７億８８百万円（対前年度２億７２百万円の増）となった。 

 

電気事業 

（２事業） 

 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体で２億１６百万円の黒字（対前年度

３１百万円の増）となった。実質収支も１１百万円の黒字（対前年度７百万円の増）

である。 

 

下水道事業 

（５３事業） 

・収益的収支は全５３事業のうち３事業において赤字であるが、全体では４４億６９

百万円の黒字（対前年度△２４億７３百万円）となった。 

・実質収支は２事業が赤字であり、全体では２億８４百万円の赤字（対前年度△１０

億２０百万円）となった。 

・基準外繰入金総額は２６億５百万円（対前年度△６億７４百万円）となった。 

・建設改良費は３７億８２百万円（対前年度△２８億８４百万円）となった。 

・鳥取市下水道事業が、平成２４年度から法適用企業に移行した。 

 
（参考）各団体の下水道事業の実質収支と基準外繰入金額 

（単位：百万円、％） 

 

 

 

  

  

実質収支 基準外繰入金 

24 年度 23 年度 増減率 24 年度 23 年度 増減率 

鳥取市   1,052.7 △ 100.0  762.0 △ 100.0 

米子市 △ 367.8 △ 402.3 8.6 133.7  116.1 15.2 

倉吉市 0 0.2 △ 100.0 75.5  87.9 △ 14.1 

境港市 0 0 0 288.3  257.9 11.8 

岩美町 0 0.2 △ 100.0 1.5  1.4 7.1 

若桜町 0 0 0 35.0  32.3 8.4 

智頭町 5.7 15.8 △ 63.9 157.8  238.9 △ 33.9 

八頭町 53.2 40.6 31.0 353.0  318.8 10.7 

三朝町 1.7 0 皆増 64.8  63.2 2.5 

湯梨浜町 0 0 0 435.0  512.4 △ 15.1 

琴浦町 9.8 18.3 △ 46.4 134.3  140.7 △ 4.5 

北栄町 △ 8.4 △ 9.3 9.7 229.8  259.4 △ 11.4 

日吉津村 0.4 0.3 33.3 15.4  3.9 294.9 

大山町 0.3 0.2 50.0 338.0  177.9 90.0 

南部町 0.6 0.6 0 122.3  98.5 24.2 

伯耆町 0 0 0 55.2  54.2 1.8 

日南町 5.0 4.7 6.4 18.6  24.2 △ 23.1 

日野町 0 0 0 36.1  31.6 14.2 

江府町 15.7 14.1 11.3 110.6  97.5 13.4 

合計 △ 283.6 736.2 △ 138.5 2,605.0  3,278.8 △ 20.6 
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市場事業 

（２事業） 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体では４３百万円の黒字（対前年度△

８百万円）となった。 

・実質収支は１事業が赤字であり、全体では１百万円の赤字（対前年度１百万円の増）

となった。 

 

観光施設事業 

（１３事業） 

・収益的収支は休養宿泊施設１事業において赤字である。観光施設事業全体では３億

９４百万円の黒字(対前年度１億６８百万円の増)となった。 

・実質収支は索道１事業が赤字であるが、全体では１９百万円の黒字（対前年度１９

百万円の増）となった。 

・基準外繰入金総額は、１億５２百万円（対前年度△１億円）となった。 

・若桜町の索道事業が、平成２４年度から法非適用企業に移行した。 

 

宅地造成事業 

（７事業） 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体では５億６４百万円の黒字（対前年

度１億４９百万円の増）となった。 

・実質収支は２事業が赤字であり、全体では３８億７４百万円の赤字（対前年度３億

１１百万円の増）となった。 

・基準外繰入金総額は、１億５９百万円（対前年度△１億３０百万円）となった。 

 

駐車場整備 

事   業 

（４事業） 

・収益的収支は全事業において黒字であり、全体では６５百万円の黒字（対前年度２

百万円の増）となった。 

・実質収支は２事業が赤字であり、全体では５億７９百万円の赤字（対前年度△４５

百万円）となった。 

・基準外繰入金総額は９５百万円（対前年度△５百万円）となった。 

 

介護サービス

事    業 

（６事業） 

・収益的収支は１事業において赤字であるが、全体では１億８百万円の黒字（対前年

度△２５百万円）となった。 

・実質収支が赤字の団体はないが、基準外繰入金総額は２億６１百万円（対前年度１

億２７百万円の増）となっている。 

 

 


